美しき 脛 

いちばん 明るい 窓の 下で、 毛脛 を 撫でて いると ころ 

こ なる みさぶろう 

へ、 例によって 案内 も 乞わず、 友人の 鳴 海三郎 がぬ つ 

と 入つ てきた。 

「よう」 と、 鳴 海 はいつ もと 同じお きまりの 挨拶 声 を 

出した あとで、 「そう やって、 君 は 何 をして いるんだ」 

さ 

と^、 ち。 
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「うん」 

と、 私 は 生返事 をした だけで、 やっぱり 前と 同じ 動 

作 を 続けて いた。 近頃す つかり 脂肪の なくな つたわが 



た。 

「君 も 一度、 和歌 宫 先生に 会って みるの がいいよ。 す 

ると、 きっと 今の 言葉 を 取消す だろう」 

「ちえつ、 誰が そんな 汚い 奴の 傍へ 近づく もの か」 

「その 和歌 宫 先生が、 私の 長い 脛 を つくづく 見て いう 

の だ。 〃あなたの 脛 は 非常に 立派 だ。 四十 三糲 という 

長い 脛 は 比較的め ずらしい 方に 属する ばかり か、 あな 

たの 脛骨と 腓骨の 形が 非常に 美しい。 脛骨の 正面なん 

か 純正 双曲線 をな している" とね。 そして、 もし これ 

を 売る 意志が あるの だったら、 九十 九 万円に は 買 取る 

というの だ」 



「ばかな こと は、 よせ。 ここで はっきり いって 置く ぞ 

さず 

天から 授かった 神聖な 軀を 売却して いいと 思う か。 そ 

れも 物質的 欲望の ために 売却す るなん て、 猛烈に 汚い 

こと だ。 万一 君が そんな こと を すれば、 もう 絶交 だぞ」 

ま I ーリ 

鳴 海 は、 膝で 畳 を どんどん 叩いて 埃 を ひどく 舞 上 

ら せながら 喚いた。 でも 私 はいって やった。 

「売った 方が いいと い う 事情が あれば、 売っても いい 

じ やない か。 それに そういう もの を 売る か 売らない か 

は、 僕 ひとりが 決めて いいの だ」 

「それ は 許せない。 売って はならない。 それに …… そ 

たまこ 

れに、 もし 珠 子さん がそれ を 知ったら、 どんなに 嘆く 



と 思う。 君達の 間に、 きっと 罅が 入る ぞ、 それ も 別離 

の 致命傷の 罅が …… 」 

「そんな ことが 有つ てた まる か」 

「大いに 有り さ。 考えても 見 給え、 珠 子さん が …… 」 

「珠 子が、 それ を 望んで いると したら、 君 はま だ 何 か 

いう ことが 有る かね」 

「 …… 」 

驚異の 技術 

もともと この 記録 は 手記 風に 綴りた き 考えであった- 



さっき 珠 子さん の 後 姿 を 見つけた もんだ から …… 」 

「えつ、 どこで 珠子を …… 。 詳しくい つて くれ」 

鳴 海 はび つくりして 暫く 私の 顔 を 見詰めて いたが、 

「君 を 興奮させる つもりはなかった の だ。 H 街 を 彼女 

は 歩いて いたよ」 

「ひと リ きりか。 それとも 連れが あつたか」 

「さあ …… 困った な あ」 

「本当の こと をい つて くれ。 僕 は 今 真実 を 知りた いん 

だ。 珠子は 他の 男と 歩いて いたのだろう。 その 男 は、 

どんな 奴だった い」 

私の 険しい 追及が、 鳴 海の 返答 を かえって 遅らせた。 



私 はしば らく 沈黙して いた。 そして その あとで 眩 

いた。 

「 一 体 珠子は 瀬 尾 教授なん かに 何の 用が あるんだ ろ 

う」 

その 理由 は、 見当が つかなかった。 しかし 珠 子が あ 

れ 以来 私に 対し 行方 をく らまし、 音信不通の 状態 を 

とっている ことから 考えて、 たとえ 相手が 瀬 尾 教授で 

あろうと、 それと 肩 を 並べて 歩いて いると いう こと は 

私に とつ て 重大問題 たる こと を 失わない の だ。 

「君 は 今、 H 街 だとい つたな」 

「おい、 血相 かえて 何処へ 行 くんだ。 待て、 待てと いつ 



たら」 

私 は 鳴 海の 狼狽す る 声 を 後に 残して、 外に 飛 出した。 

行 先 はもち ろん H 街であった。 

H 街 は ひどく 雑鬧 していた。 はげしい 人波 を かき わ 

け、 或いは 押 戻されつ して、 私 は 何回と なく 求む る 人 

を 探し 廻った。 しかし その 結果 は、 何の 得る ところ も 

なかった。 二人 は どこかへ 雲隠れして しまったの だ。 

まあいい。 いずれ そのうちに、 二人 は 又 この H 街に 

現われる だろう。 そのと きこ そ 引 捕えて くれる ぞと、 

私 は 深く 心に 期す ると ころがあった。 そして それから 

は 毎日の ように H 街に 出ば つ て 眼 を 光らせた。 



もちろん 珠 子からの 手紙 は、 その 翌日 も、 その 翌々 

日 も、 それから ずっと 後に なっても、 遂に 来なかった。 

また H 街の 監視 も 一 向 効果が なく、 珠子 たちの 姿 を 一 

度 も 見付ける ことができ なか つ た。 

それから 相当た つての 或る日の こと、 私の 許へ 一通 

の 無名の 書状が 届けられた。 私 は それと 見る より、 こ 

の 書状の 中に、 私の 求める 重要な ニュ— スが 書きつ け 

られて あるの を 察する ことができた。 

開封して みると、 それ は 果して 怪しい 文書であった。 

全文 は、 邦文 タイプライタ ー による 平仮名 書であった。 

その 文に 曰く、 



* やみ かわ、 きちん ど に けいこく する。 こみ や、 

たまこ は、 きみのう つくしい あし を、 わかみや、 ^ 

ん ちき よりかい とった。 そして その あし は、 かの 

じょの かねて あいする おとこ へ ささげられた。 こんご 

ゆだん をす ると、 とんでもない ことになる ぞ。 はやみ 

みせいより， 

予感 は 適 中した。 珠子は 私の 脚 を 和歌 宫 先生から 買 

取り、 そして 彼女が 予 ねて 愛する 男へ 捧げられ たとい 

う。 今後 油断 をす ると 飛んでも ない ことになる ぞ、 早 

耳 生 —— というの だ。 

珠 子に かねて 愛する 男が あつたと は、 私の 方で 否定 



読めた。 外科 手術の 大家た る 瀬 尾 教授と 彼女が 並んで 

歩いて いたの も、 その 脚の 移植 手術 を 教授に 頼んだ も 

のに 違いない。 

ふんげき 

私 は 憤激の 極に 達した。 時間の 推移と 共に、 私の 頭 

は 痛み を 加え、 胸 は 張り さけんば かりにな つた。 

(このまま 見逃す こと はでき ない。 何が何でも その 男 

を 引 補え、 珠 子に 思い知らせて やらねば この 腹の虫が 

おさまらない！) 

私 は 遂に 復謦の 鬼と 化した。 

こがらし 

の 夜店 



これ は 痛い 言葉だった。 私 は 終日 不愉快であった。 

鳴 海の 奴 は、 私の 熱愛して いた 偶像 を 滅茶滅茶に 壊し 

て しまったの だ。 私 は それ以来 一層 不機嫌に 駆りた て 

られ た。 こう なれば 珠子 に対する 愛着 は 冷却せ ざる を 

得ない が、 その代り 珠 子が 私の 脚 を 仇し 男に 贈った と 

いう 所業に 対する 怨恨 は 更に 強く 燃え 上らない わけに 

行かなかった。 

「よし、 こう なれば たとえ 骸骨と なっても、 彼の 仇し 

男 を 引 捕えて やらねば …… 」 

ちょうど 

その 頃 丁度 或る 筋から、 珠子 とその 仇し 男らしき 人 

物と が、 K 坂の 夜店に 肩 を 並べて 歩いて いたと いう 話 



を 聞込んだ ので、 私 は 新しい 探求 手段 を 考えついて 早 

速 実行す る ことにした。 それ は 私 も K 坂の 夜店に 加 

わって、 手相 卜いの 店 を 張ろうと いうの だった。 そ 

して 腰 を どっしりと 落 付けて、 かの 両人の 見張 を 行お 

うとす るの だ つ た。 

私 はこの 夜店の 委員会 の 認可 を 受けた 上で、 黒の 中 

ひきず 

折 帽子に 同じく 黒い 長 マント を引摺 るよう に 着て、 M 

の 吹く 坂道の、 小便 横町の 小暗き 角に、 お定まりの 古 

風な 提灯 を 持って 立 商売 を 始めた。 始めの 二三 日 は、 

むしろ 楽しき ことで あつたが、 四日 五日と 経て 行く う 

ちに、 この 商売が 決して 楽な もので はない と 分った。 



こっちへ 近づく のが 何故か 目に 停った。 

「あ、 瀬 尾 教授！」 

おお、 間違いな く 瀬 尾 教授 だ。 このと き 私の 頭脳に 

ひらめ 

稲妻の 如く 閃 いた 一 事が ある。 

(はは あ、 この 先生の ことか もしれ ぬ。 私 はう つかり 

この 先生と 珠 子との 結びつき を 忘れて いた ぞ。 そうだ、 

珠 子から 私の 脚 を 贈られた の は、 この 瀬 尾 教授 かもし 

れ ない。 よし、 今 それ を 改めて くれる ぜ) 

私の 胸 は 踊った。 後 は 何が 何やら 夢中で ある。 もう 

恐 さも 恥 かし さもない。 私 は 狂犬の ように 横町から 飛 

出して いって、 いきなり 教授の 腕 を 捉えた。 それから 



れて 行く。 こんな ことで は、 本来の 自己の 最後の 財産 

である 脳髄まで が 腐敗 を 始め、 やがて 絶対の 無と 化し 

てし まいそう だ。 この 新なる 予感が、 重苦しい 恐怖 

となって 私の 全身 を 責めつ ける。 

ひもと 

私 は 一日 医書 を繙 き、 「若返り 法と 永遠の 生命」 の 

項に ついて 研究した。 その 結果 得た 結論 は 次の 如き も 

のであった。 

* 臓器 や 四肢 を 取替え る ことによ つ て 見掛けの 若返 リ 

は 達せら るる も、 脳細胞の 老衰 は 如何と もすべからず、 

結局 永遠の 生命 を 獲得す る こと は 不可能で ある， 

私 は 失望 を 禁じ 得なかった が、 そのうちに 不図 気の 



祈って いた 私 だが、 入園 後 まだ 浅き 或る日の こと、 私 

の 楽しい 気持 は 突然 剝 奪され るに 至った。 それ は 私の 

檻の 前に 立った 一 人の 見物人 を 見上げた ときに 起った 

ことで ある。 そのと き 私 は 思わず、 が あが あと 叫んで 

牙を剝 いた ものである。 

のぞ 

その 男 —— わが 檻の 前に 立ち、 熱心に こっち を視ぃ 

ている その 男 —— その 男の 顔、 肩、 肉 づき、 手足、 全 

体の 姿、 その すべてが なんと 曾っての 本来の 私 そつく 

さと 

りであった ではない か。 私 は その 瞬間、 万事 を 悟った。 

(貴様 だな、 俺の 両脚から 始めて 両腕、 臓器、 顔な ど 

と 皆 買い集めて しまったの は …… 。 貴康 は、 俺の もの 



を そっくり 奪って しまったの だ。 買 取るなら それ もよ 

ろしい が、 そのよう に 俺の もの を 全部 集成し なくと も 

こと 

よいで はない か。 殊に これ 見よ がしに、 俺の 檻の 前に 

立つ と は 怪しからん。 …… だが な、 貴様 はま だ 俺から 

その 全部 を 奪って いるので はない の だぞ。 脳細胞の こ 

とよ。 肝腎の 脳細胞 は、 今 ちゃんと こうして こっちに 

有 るんだ。 あは は、 お気の毒 さま だ) 

私 は 腹 を 抱えて、 ごうごうと 笑って やった。 すると 

彼の 男 は、 私の 言葉 を 了解した と 見え、 急に 恐ろしい 

ぎょうそう 

形相と なって、 私の 檻へ 歩みよ つた。 

「あ、 危ぃ」 



それ を 後から 引 留めた 者が ある。 おお、 鳴 海 だ。 

鳴 海が、 何故 こんな インチキ 野郎に ついてい るの だろ 

うと 私 はちよ つと 不思議に 思った が、 それ を 解いて い 

いとま 

る遑 はなかった。 彼の インチキ 男 は、 檻の 鉄棒に 

つかま 

摑 つて、 それ を 前後に 揺り動かしながら、 私に 向って 

ののし しゃく 

訳の わからぬ 言葉で 罵 つ た。 私 は むらむらと 癩 にさ 

わって、 いきなり 立 上る と 檻の 方へ 飛んで いって、 恨 

かさ 

み 重なる 不愉快な その 男の 小さな 顔 を 両手で 抑えつ け、 

ぐ わつ と嚙 みついて やった。 ああ、 いい 気持 だ。 

XXX 

以上 は、 第三 十四 号 室の 患者 〇〇〇〇 氏の 手記で あ 



る。 同氏 は 本日 余の 執刀に よって 大脳 手術 を 受ける こ 

さくどう- 

とに なって いるもの であるが、 氏の 錯倒 精神状態 はこ 

の 手記に よって 自明で ある。 だが、 これ は 精神病で は 

だんぺん もとづ 

なく、 弾片に よって 脳髄に 受けた る 圧迫 傷害に 基く 

もので、 大脳 手術 を 施す ことにより 多分 恢復す る だろ 

うと 思われる。 

なおこの 手記 は 極めて 興味 ある ものであって、 患者 

の 脳症 を 顕著に 示して いるが、 しかし 氏が 斯る 患者で 

あるとの 予備知識 なくして 一読 するとき は、 一つの 

纏った 物語と して 受取れ る。 しかし この 物語の 中に 

ある 事件 は 大部分が 実在した もので はない。 



ゆうぎ あ つ 

すなわち 氏の 友誼 篤き 親友 鳴 海 一 ニ郎 氏の 談 によれば、 

次の 如き 興味 ある 事実が 判明す る。 

やみ かわき ちん ど 

一 珠 子なる 婦人 は 実在せ ず、 全く 闇川吉 人の 幻想 

に^ づ。 

わかみや どんち きし 

二 迎春 館 も 和歌 宫鈍 千木 氏 も 実在せ ず。 但し、 和 

歌宫 先生なる もの は、 実は 闇川吉 人が 自ら 二役 的 存在 

として 仮装せ る ものと 信ずべき 節 あり、 すなわち ャミ 

カヮ、 キ チン ド なる 名 を 逆に 読めば ワカ ミヤ、 ドン チ 

キ にして、 こ は 彼の 小説家ら しき 仕業な りと 思料す。 

三 闇 川 吉人は 一 脚 すら 売 飛ばせる ものに あらず。 

況 ん や 最後 に 残りた る 脳細胞 を 動物園 の ゴリラに 移植 



したるな どの こと は 全然 虚構に 属する 妄想な り。 只、 

一 日 吾 は 彼 を 散歩に 連れ出し、 落花 紛々 たる 下 を 動物 

園に 入場し、 ゴリラの 檻の 前に 至りた る 事、 及び 彼が 

おどろ 

ゴリラの 檻へ 近付かん としたる を 以て、 吾は愕 いて 

それ を 引 留めた る は 事実な り。 

てあつ 

吾 は、 不幸なる 闇川吉 人が、 幸いに 瀬 尾 教授の 手 篤 

き 手術に よりて、 戦前の 如き 健全なる 彼にまで 恢復す 

る ァ ^ と を 祈念し て やま ざ る ものな り。 
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